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最近、植物油の美味しさや機能性が注目されているが、その特徴を生かした食品はまだ

少ない。植物油として一般に家庭のキッチンで使用されているキャノーラ油やゴマ油、オ

リーブ油については炒め、フライ等の調理油として使用される場合が多いが、オリーブ油

やシソ油、アマニ油等はサラダ等に熱をかけずに生で使用される場合も増えてきている。

さらに、オリーブ油やアマニ油についてはそのまま飲む人もいる。このように様々な植物

油の使われ方がされている中、植物油の美味しさや機能性を加工食品に応用した例は以外

と少ない。その原因の１つは植物油の性質や味を良く知らない事業者が多いことにある。

本公演の中では植物油の味と性質について、基本的な事を説明するのは勿論のこと、生理

機能についても詳しく述べたい。 

最近、中鎖脂肪酸という油について、良く耳にするようになったと思うが、中鎖脂肪酸

がどのような植物油で、どのような生理機能を持つかは良く知られていない。中鎖脂肪酸

は母乳中にも含まれる脂肪酸で炭素数８もしくは１０のものを言う。長鎖脂肪酸に比べて

消化吸収に優れ、腸管吸収後はトリグリセリドに再合成されず、殆どは脂肪酸のまま門脈

を経由して肝臓に入る。そのため、小腸における消化吸収への負担が少ない。従って、手

術後の患者や未熟児の栄養補給に昔から利用されてきている。肝臓に入った中鎖脂肪酸は

燃やされ、エネルギーとして利用される。また、中鎖脂肪酸の摂取は脂肪酸の分解を活性

化し、脂肪の利用を高め、体脂肪の蓄積を抑制する。さらに、低栄養状態の高齢者におい

て、血中アルブミンが増加して体重が増加することも報告されている。また、動物試験で

はあるが、糖尿病にも効果があることが示唆されている。極最近になって、中鎖脂肪酸は

脳機能改善にも効果がある可能性が報告され、注目度が上がっている。なぜなら、アルツ

ハイマー患者の脳では糖代謝が低下しており、エネルギー不足なり、それが原因でアミロ

イドβという物質が脳に蓄積し、神経細胞を破壊して認知症になることがわかってきてお

り、糖に替わるエネルギー源の必要性が求められている。その候補物質としてケトン体が

注目されているが、ケトン体は脂肪酸が代謝される際に生じる物質であり、絶食等を行い

体内の糖質がなくならない限り生成されることはない。ところが、中鎖脂肪酸は絶食しな

くても、ケトン体を生成することが報告されている。従って、アルツハイマー患者の認知

力改善に効果を発揮することが期待されており、日本においても臨床試験が進みつつある。

このように、中鎖脂肪酸は赤ちゃんから老人まで利用できる脂肪酸であり、加工食品への

応用が期待できる。ここでは中鎖脂肪酸を例に生理機能について簡単に紹介したが、本公

演では植物油の加工食品ビジネスへの利用が少しでも広がることを期待し、わかりやすく

ビジュアル的な説明も加え、誰でも理解しやすいように解説したいと思う。 
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